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３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
、

同
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
は
、

「
東
日
本
大
震
災
」
と
呼
称
す
る

こ
と
と
決
ま
っ
た
。
震
災
名
は
、

４
月
１
日
に
開
か
れ
た
閣
議
で
了

解
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

地
震
名
に
つ
い
て
は
、
従
来
か

ら
気
象
庁
に
お
い
て
付
し
て
い
る

た
め
、
今
次
の
「
平
成
２３
年
（
２

０
１
１
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
」
の
名
称
に
つ
い
て
は
変
更

さ
れ
な
い
。
ま
た
、
既
存
の
法
令

中
に
存
在
す
る
表
現
に
つ
い
て
も

変
更
さ
れ
な
い
。

震
災
名
を
決
定
し
た
の
ち
菅
総

理
は
記
者
会
見
に
臨
み
、
改
め
て

犠
牲
者
へ
お
悔
や
み
の
言
葉
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
被
災
者
へ
お
見

舞
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。
合
わ
せ

て
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
自
治
体

関
係
者
ら
へ
敬
意
を
表
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

五
本
幸
正
・
富
山
市
議
会
議
長
）

は
６
月
１５
日
の
午
前
１０
時
３０
分
か

ら
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
第

８７
回
定
期
総
会
を
開
催
す
る
。

総
会
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は

じ
め
、
総
務
大
臣
、
衆
参
両
院
議

長
の
来
賓
祝
辞
の
の
ち
、
正
副
議

長
・
議
員
の
永
年
勤
続
表
彰
を
実

施
す
る
ほ
か
、
一
般
事
務
や
会
計

に
関
す
る
報
告
を
行
う
。

午
後
に
は
、
地
方
行
政
、
地
方

財
政
、
社
会
文
教
、
産
業
経
済
、

建
設
運
輸
の
５
委
員
会
の
ほ
か
、

国
会
対
策
委
員
会
、
地
域
主
権
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
各
委

員
長
が
、
１
年
間
の
活
動
結
果
報

告
を
行
う
。
ま
た
、
会
長
提
出
議

案
の
審
議
、
全
国
９
部
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
審
議
の
の
ち
、
役

員
改
選
が
実
施
さ
れ
る
。

総
会
終
了
後
は
同
会
場
で
、
地

行
な
ど
５
委
員
会
が
合
同
会
議
を

開
き
、
正
副
委
員
長
を
選
任
す
る
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
西
條
正
道
・

徳
島
市
議
会
議
長
）
は
４
月
６

日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館

で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

議
を
開
き
、
「
東
日
本
大
震
災
に

係
る
自
治
体
病
院
施
設
の
復
旧
等

に
関
す
る
要
望
」
を
決
定
し
た
。

こ
の
要
望
は
、
大
震
災
で
病
院

が
損
傷
し
医
療
従
事
者
も
被
災
し

た
た
め
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制

が
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
事

態
を
踏
ま
え
た
も
の
。
医
師
や
看

護
師
、
医
薬
品
の
確
保
を
は
じ
め

と
す
る
被
災
地
へ
の
医
療
提
供
体

制
整
備
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

東日本大震災に係る自治体病院
施設の復旧等に関する要望

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災及び大津
波は、被災各地において家屋の倒壊・焼失、電気・水
道・ガス等ライフラインを寸断し、道路・鉄道・港湾
等インフラの損壊のほか、住民の生命・健康維持に不
可欠な医療施設に対しても多大な被害をもたらした。
とりわけ、公的医療機関でなければ対応が著しく困

難な高度・不採算医療分野を担う自治体病院は、施設
の損傷及び医療従事者の被災により閉鎖や休院となる
ところもあるなど、地域の医療提供体制に深刻な支障
が生じている。
また、比較的に被害が軽微な自治体病院においても、

他の被災地からの患者受け入れに加え、電気・水道等
の供給が不安定なため、中核病院としての十分な機能
が果たせない施設もある。
よって、国におかれては、医師、看護師、医薬品等

の確保など被災地全域における医療提供体制を早急に
整備することはもとより、自治体病院施設の復旧事業
に係る国庫補助負担率を大幅に引き上げるとともに、
実質的に自治体負担が生じないよう万全の地方交付税
措置を講じられたい。

平成２３年４月６日

全国自治体病院経営都市議会協議会
会 長 西 條 正 道

（徳島市議会議長）

４
月
１
日
、
地
方
公
務
員
等
共

済
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
が
国
会
へ
提
出
さ
れ
た
。
同

法
案
の
内
容
は
、
地
方
議
会
議
員

年
金
制
度
の
廃
止
措
置
を
講
ず
る

も
の
。
同
法
案
は
３
月
１１
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
同
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
、
国
会
へ
の
提
出
が
遅
れ

て
い
た
。

（
同
法
案
の
あ
ら
ま
し
と
概
要
に

つ
い
て
は
本
紙
第
１
７
９
０
・
９

１
・
９
２
号
に
掲
載
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1793号４月１５日平成23年
（2011年）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

地
方
議
員
年
金
廃
止
で

地
共
法
改
正
法
案
が
国
会
提
出

震
災
名
は
東
日
本
大
震
災

６
月
１５
日
・
日
比
谷
公
会
堂
で

本
会
が
第
８７
回
定
期
総
会

自自治治体体病病院院協協
役役員員会会をを開開催催
大震災で要望決定

挨拶する西條会長
（徳島市）

（１） 平成２３年４月１５日 第１７９３号
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社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

１
�
地
域
医
療
施
策

医
師
不
足
対
策
で
は
、
平
成
２３

年
度
予
算
案
の
特
別
枠
と
し
て
新

た
に
１０
億
円
が
措
置
さ
れ
、
地
域

医
療
の
中
核
と
な
る
臨
床
研
修
病

院
に
お
い
て
医
療
現
場
を
担
い
つ

つ
若
手
医
師
の
教
育
を
行
う
臨
床

研
修
指
導
医
を
確
保
す
る
た
め
、

医
師
不
足
診
療
科
に
お
け
る
臨
床

研
修
指
導
医
の
休
日
・
夜
間
の
指

導
手
当
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
財

政
支
援
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る

医
師
の
確
保
・
定
着
を
図
る
こ
と

に
よ
り
医
師
の
地
域
偏
在
を
是
正

す
る
た
め
、
各
都
道
府
県
（
三
次

医
療
圏
）
に
「
地
域
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
�
地
域

医
療
に
従
事
す
る
医
師
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
�
指
導
医
養
成
と
研

修
体
制
整
備
�
地
域
医
療
に
従
事

す
る
医
師
の
支
援
�
総
合
相
談
窓

口
と
情
報
発
信
�
医
師
の
あ
っ
せ

ん
�
地
域
医
療
関
係
者
と
の
意
見

調
整
等
―
―
の
事
業
に
つ
い
て
財

政
支
援
が
行
わ
れ
る
。

医
学
部
定
員
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
医
師
確
保
等
の
観
点
か
ら
緊

急
臨
時
的
に
入
学
定
員
増
が
認
め

ら
れ
、
国
公
立
・
私
立
大
学
医
学

部
総
数
は
、
前
年
度
比
７７
人
増
の

８
９
２
３
人
に
増
員
さ
れ
る
。

公
立
病
院
へ
の
地
方
交
付
税
に

よ
る
財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、

２１
、
２２
年
度
に
増
額
さ
れ
た
水
準

を
維
持
し
つ
つ
、
新
た
に
地
域
に

お
け
る
自
主
的
な
医
師
確
保
対
策

と
し
て
、
公
立
病
院
が
医
師
の
派

遣
を
受
け
た
場
合
の
所
要
経
費
に

対
す
る
措
置
が
創
設
さ
れ
る
。

２
�
保
健
衛
生
施
策
等

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
感

染
症
の
流
行
状
況
等
を
迅
速
か
つ

的
確
に
把
握
し
、
国
民
に
情
報
提

供
す
る
と
と
も
に
的
確
な
予
防
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
感
染
症
の
発
生
動
向
の
調

査
や
情
報
収
集
機
能
に
関
連
す
る

シ
ス
テ
ム
の
強
化
が
図
ら
れ
る
。

予
防
接
種
制
度
に
つ
い
て
は
、

制
度
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
行

う
た
め
、
制
度
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
な
い
疾
病
・
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
・
安
全
性
の
検
証
等
が
実
施

さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
に

お
け
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
に

対
し
て
は
、
都
道
府
県
に
基
金
を

設
置
し
財
政
支
援
が
行
わ
れ
る
。

３
�
国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
健
事
業
の
厳
し
い

財
政
状
況
に
配
慮
し
、
国
保
の
財

政
基
盤
強
化
の
た
め
の
地
方
交
付

税
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
は
、
実
施
主
体
で
あ
る
広
域
連

合
の
財
政
基
盤
強
化
及
び
制
度
の

円
滑
な
実
施
の
た
め
の
地
方
交
付

税
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
代
わ
る
新
制
度

に
つ
い
て
は
、
２５
年
度
か
ら
施
行

す
る
と
し
て
い
た
が
、
１
年
先
送

り
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

４
�
介
護
保
険
制
度

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
安
定

的
な
介
護
保
険
制
度
運
営
の
確
保

や
地
域
に
お
け
る
介
護
基
盤
の
整

備
等
を
通
じ
、
安
心
で
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
図
ら
れ
る
。

５
�
少
子
化
対
策
等

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、
３
歳

未
満
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
７
千

円
を
上
積
み
し
、
月
額
２
万
円
が

支
給
さ
れ
る
。
２３
年
度
の
支
給
財

源
に
つ
い
て
、
本
会
な
ど
地
方
六

団
体
は
全
額
国
費
負
担
を
求
め
て

き
た
が
、
２２
年
度
と
同
様
、
子
ど

も
手
当
の
一
部
と
し
て
児
童
手
当

法
に
基
づ
く
児
童
手
当
を
支
給
す

る
仕
組
み
と
し
、
児
童
手
当
分
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
、
国
、
地
方
、

事
業
主
が
費
用
を
負
担
す
る
と
さ

れ
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
基
本
制
度
案
要
綱

に
基
づ
き
、
今
通
常
国
会
へ
の
法

案
提
出
に
向
け
て
、
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
の
作

業
グ
ル
ー
プ
の
下
で
、
「
基
本
制

度
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。

６
�
雇
用
対
策

労
働
者
の
自
発
的
な
能
力
開
発

を
支
援
す
る
た
め
、
事
業
主
が
労

働
者
の
行
う
自
発
的
な
職
業
能
力

開
発
に
必
要
な
経
費
等
を
負
担
し

た
場
合
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
労
働
局
・
事
業
主
団
体

等
を
通
じ
た
周
知
広
報
に
よ
り
活

用
促
進
さ
れ
る
。

地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
活

か
し
た
雇
用
創
造
を
推
進
す
る
た

め
、
雇
用
創
出
の
基
金
事
業
に
よ

り
将
来
の
成
長
分
野
と
見
込
ま
れ

る
分
野
に
つ
い
て
雇
用
創
造
が
図

ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業
等
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
「
新
し
い
公
共
」
に
対
す
る

支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
、
地
域

の
自
主
性
及
び
創
意
工
夫
を
活
か

し
た
雇
用
創
造
が
推
進
さ
れ
る
。

前
回
に
続
き
、
本
会
各
委
員
会
の
平
成
２２
年
度
要
望
結
果
に
つ
い

て
概
要
を
掲
載
す
る
。
今
回
は
社
会
文
教
委
員
会
（
２
月
開
催
）
の

平
成
２２
年
度
要
望
結
果
概
要
を
掲
載
（
連
載
は
今
回
で
終
了
）
。

７
�
社
会
福
祉
施
策

障
が
い
者
の
自
立
支
援
施
策
と

し
て
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
自
ら

選
ん
だ
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
施
設
や
病
院
か
ら
の
地
域

移
行
や
地
域
生
活
の
支
援
を
充
実

す
る
た
め
、
�
地
域
移
行
の
た
め

の
安
心
生
活
を
支
援
す
る
事
業
�

精
神
障
が
い
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
（
訪
問
支
援
）
事
業
�
地
域
で

暮
ら
す
場
の
整
備
促
進
事
業
│
│

が
、
緊
急
的
か
つ
総
合
的
に
行
わ

れ
る
。

障
害
者
自
立
支
援
法
廃
止
後
の

新
た
な
制
度
構
築
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
体
や
関
係
団
体
代
表
を

構
成
員
と
す
る
「
障
が
い
者
制
度

改
革
推
進
会
議
総
合
福
祉
部
会
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

８
�
環
境
保
全
施
策

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
達
成

の
た
め
、
新
た
に
「
家
庭
・
事
業

者
向
け
エ
コ
リ
ー
ス
促
進
事
業
」

に
よ
り
、
多
額
の
導
入
経
費
が
か

か
る
低
炭
素
機
器
に
つ
い
て
、
リ

ー
ス
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
及
び
中
小
企
業
等
へ

の
普
及
が
図
ら
れ
る
。

９
�
文
教
施
策

新
学
習
指
導
要
領
の
本
格
実
施

や
、
い
じ
め
等
の
学
校
教
育
上
の

課
題
に
適
切
に
対
応
し
、
教
員
が

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う

時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
３５
人
以

下
学
級
に
つ
い
て
、
２３
年
度
は
小

学
校
１
年
生
に
つ
い
て
制
度
化
さ

れ
る
。
学
級
編
制
の
標
準
の
引
下

げ
は
、
現
行
の
４０
人
学
級
が
ス
タ

ー
ト
し
た
昭
和
５５
年
以
来
３０
年
ぶ

り
と
な
る
。

ま
た
、
小
学
校
１
年
生
の
３５
人

以
下
学
級
の
実
現
に
必
要
な
４
０

０
０
人
の
教
職
員
定
数
を
措
置
す

る
た
め
、
純
増
３
０
０
人
を
含
む

２
３
０
０
人
の
定
数
改
善
が
行
わ

れ
る
。

（
担
当
・
社
会
文
教
委
員
会
）

２２年度

本本

会会

委委
員員
会会

活活
動動
結結
果果
のの
概概
要要
〈３・終〉

第１７９３号 平成２３年４月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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謹
ん
で
、
東
日
本
大
震
災
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
遺
族
の
方
々
、
入
院

・
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
々
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
、
本
会

編
集
の
平
成
２３
年
度
版

全
国
都

市
の
特
色
あ
る
施
策
集
「
ひ
と
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
〜
明
日
へ
の

挑
戦
〜
」
の
刊
行
及
び
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
公
開
を
２３
年
４
月

末
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
刊

行
及
び
公
開
日
を
延
期
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
戦
後
未
曽
有
の
災

害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
本
書
に
寄
せ
ら
れ
た
施
策
へ

の
影
響
を
鑑
み
、
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
編
集
を
進
め
る
た
め
、
止

む
を
得
ず
本
書
の
刊
行
及
び
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
公
開
の
延
期

を
判
断
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
書
の
刊
行
及
び
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
公
開
日
で
す

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

が
広
い
地
域
に
わ
た
り
、
被
害
の

全
容
が
未
だ
判
明
さ
れ
て
い
な
い

事
態
を
考
え
ま
す
と
、
刊
行
及
び

公
開
日
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
会
は
、
本
書
の

刊
行
及
び
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
公
開
日
が
決
ま
り
次
第
、
文
書

及
び
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
紙

に
て
ご
案
内
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

皆
様
方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
議
長

▽
静
岡

石
川
久
雄
（
２
・
１４
）

▽
焼
津

押
尾
完
治
（
２
・
２５
）

▽
鹿
児
島

川
村
孝
則
（
２
・
２５
）

▽
南
ア
ル
プ
ス深

澤
永
雄
（
３
・
１
）

▽
渋
川

南
雲
鋭
一
（
３
・
１
）

▽
大
分

足
立
義
弘
（
３
・
７
）

▽
茂
原

早
野
公
一
郎
（
３
・
１６
）

▽
大
洲

後
藤
武
薫
（
３
・
１７
）

▽
む
つ

冨
岡
幸
夫
（
３
・
１８
）

▽
高
岡

高
畠
義
一
（
３
・
１８
）

▽
久
喜

岸
輝
美
（
３
・
１８
）

▽
阿
波

吉
田
正
（
３
・
１８
）

▽
豊
前

山
本
章
一
郎
（
３
・
２２
）

▽
入
間

近
藤
常
雄
（
３
・
２３
）

▽
名
古
屋

中
村
孝
太
郎
（
３
・
２４
）

▽
山
梨

大
竹
裕
子（

３
・
２５
）

▼
副
議
長

▽
唐
津

古
川
保
（
２
・
１５
）

▽
焼
津

石
田
善
秋
（
２
・
２５
）

▽
鹿
児
島

永
田
章
（
２
・
２５
）

▽
南
ア
ル
プ
ス浅

野
伸
二
（
３
・
１
）

▽
渋
川

山
�
雄
平
（
３
・
１
）

▽
北
秋
田

長
崎
克
彦
（
３
・
４
）

▽
大
分

日
小
田
良
二
（
３
・
７
）

▽
茂
原

勝
山
頴
郷
（
３
・
１６
）

▽
神
栖

三
好
忠
（
３
・
１７
）

▽
大
洲

山
本
光
明
（
３
・
１７
）

▽
む
つ

石
田
勝
弘
（
３
・
１８
）

▽
久
喜

梅
田
修
一
（
３
・
１８
）

▽
阿
波

香
西
和
好
（
３
・
１８
）

▽
豊
前

古
川
哲
也
（
３
・
２２
）

▽
富
山

有
澤
守
（
３
・
２３
）

▽
入
間

平
山
五
郎
（
３
・
２３
）

▽
名
古
屋

中
田
ち
づ
こ
（
３
・
２４
）

▽
大
東

豊
芦
勝
子
（
３
・
２４
）

▽
山
梨

古
屋
保
男
（
３
・
２５
）

厚
生
労
働
省
で
は
、
子
ど
も
や

家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
１
週
間
を

「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
、
各

種
事
業
と
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。「

児
童
福
祉
週
間
」
は
昭
和
２２

年
に
制
定
さ
れ
、
国
民
の
間
に
児

童
福
祉
の
理
念
や
制
度
を
周
知

し
、
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
全
国
的
に
運
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度
の
主
な
取
組
は
、

左
記
の
と
お
り

▽
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

（
保
育
所
児
童
と
大
相
撲
力
士
ら

が
厚
生
労
働
省
の
正
面
玄
関
広
場

で
行
う
）

▽
広
報
誌
へ
の
特
集
記
事
の
掲
載

（
月
刊
「
厚
生
労
働
」
で
主
な
行

事
や
取
り
組
み
を
紹
介
）

▽
国
営
公
園
等
へ
の
無
料
入
園
等

の
実
施

（
５
月
５
日
の
「
子
ど
も
の
日
」

に
お
け
る
無
料
入
園
を
実
施
）

▽
児
童
福
祉
文
化
賞
の
授
与

（
社
会
保
障
審
議
会
か
ら
推
薦
を

受
け
た
児
童
福
祉
文
化
財
の
う

ち
、
特
に
優
れ
た
作
品
等
に
授
与
）

▽
全
国
の
各
自
治
体
に
よ
る
各
種

の
啓
発
事
業
及
び
行
事

ま
た
、
今
年
度
の
「
児
童
福
祉

週
間
」
の
標
語
は
�
お
い
で
お
い

で
み
ん
な
で
一
緒
に
遊
ぼ
う
よ
�

に
決
定
。
全
国
か
ら
応
募
が
あ
っ

た
５
６
１
３
件
の
作
品
の
中
か

ら
、
こ
の
標
語
が
最
優
秀
作
品
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
５
日
〜
１１
日
ま
で

「
児
童
福
祉
週
間
」
を
実
施

財団法人東京市政調査会は、「都市問題」公開講座を６月

１１日下記のとおり開催しますので、皆様のご参加をお待ちし

ております。

昨年、戸籍上１１１歳で生きているはずの男性の白骨遺体が

発見されたことは記憶に新しい人も多いかと思います。

この事件を機にいわゆる「消えた老人」問題が大きく注目

され、戸籍や年金などの制度面の不備だけでなく、社会的・

経済的・精神的に孤立する人々が、社会全体に広がりつつあ

る現状が浮き彫りになりました。

今回の公開講座では、高齢者の社会的孤立の背景や原因を

探り、地域社会や自治体がいかにこの問題に取り組むべきか

を考えていきます。

◇基調講演
宮台 眞司氏 （首都大学東京大学院人文科学研究科教授）

◇パネルディスカッション
河合 克義氏 （明治学院大学社会学部教授）

清原 慶子氏 （三鷹市長）

寺田美恵子氏 （ＮＰＯ法人福祉亭理事）

真鍋 弘樹氏 （朝日新聞社会グループ次長）

新藤 宗幸氏 （東京市政調査会研究担当常務理事）〈司会〉

記

◆日 時：平成２３年６月１１日（土）１３：３０～１６：３０

◆場 所：日本プレスセンター １０階ホール

◆参 加 費：無料

◆参加申込：東京市政調査会ホームページから

（http : //www.timr.or.jp）

◆申込期限：平成２３年６月９日（木）

※満席となり次第受付終了

◆問 合 せ：東京市政調査会研究室

ＴＥＬ：０３―３５９１―１２６１

議議
会会
人人
事事

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色
ああ
るる

施施
策策
集集
のの
刊刊
行行
をを
延延
期期

（財）東京市政調査会

第第２２９９回回『『都都市市問問題題』』公公開開講講座座

「消えた老人」はなぜ生まれるのか

（３） 平成２３年４月１５日 第１７９３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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日
本
の
時
代
を
リ
ー
ド
し
た
ま

ち
下
関
市
。
と
い
う
の
も
幕
末
と

い
う
激
動
の
時
代
に
長
州
藩
の
み

な
ら
ず
日
本
を
救
わ
ん
が
た
め
、

高
杉
晋
作
が
民
を
集
い
結
成
し
た

奇
兵
隊
発
祥
の
地
が
、
下
関
市
な

の
で
す
。

我
が
身
の
犠
牲
を
顧
み
ず
国
事

に
奔
走
し
た
奇
兵
隊
の
活
躍
は
、

幕
府
の
政
策
に
不
満
を
持
っ
て
い

た
民
の
支
持
も
得
て
、
長
く
続
い

た
江
戸
時
代
を
幕
引
き
へ
と
導
い

た
の
で
し
た
。
奇
兵
隊
の
情
熱

は
、
下
関
の
人
々
の
心
に
深
く
刻

ま
れ
、
明
治
か
ら
平
成
の
世
へ
と

推
移
し
て
も
受
け
継
が
れ
、
今
で

は
日
本
を
代
表
す
る
中
核
都
市
へ

と
至
る
礎
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

議
会
改
革
は
今
、
時
代
の
潮
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
関
市
の
議

会
改
革
を
み
て
も
、
か
つ
て
日
本

国
を
動
か
し
た
幕
末
の
志
士
の
魂

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
何
事
に
も
渾

身
の
力
を
振
り
絞
り
、
困
難
に
立

ち
向
か
っ
て
い
く
下
関
市
議
会
議

員
の
姿
は
、
ま
さ
に
今
日
の
志
士

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
下
関
市
の
議
会
改
革
の
取

り
組
み
を
み
る
と
、
各
会
派
会
長

会
議
が
平
成
２０
年
に
「
議
会
改
革

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
の

設
置
を
求
め
、
２１
年
２
月
２７
日
に

１
回
目
と
な
る
特
別
委
員
会
を
開

催
。
調
査
項
目
で
あ
る
「
議
員
定

数
」
「
議
員
報
酬
」
「
費
用
弁
償
」

「
政
務
調
査
費
」
「
議
会
人
事
」

に
関
し
１０
回
に
も
及
ぶ
議
論
を
交

わ
し
、
「
議
会
改
革
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
調
査
報
告
」
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
報
告
を
受
け
、
下
関
市
議

会
で
は
議
論
を
展
開
し
、
「
議
員

報
酬
」
「
政
務
調
査
費
」
「
議
会

人
事
」
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お

り
と
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
「
議
員
定
数
」
に
つ

い
て
は
「
下
関
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

を
平
成
２２
年
３
月
議
会
で
可
決
。

現
下
の
社
会
経
済
情
勢
を
看
過
で

き
な
い
と
し
て
、
議
員
数
を
３８
名

か
ら
３４
名
に
減
員
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
費
用
弁
償
」
に
つ
い

て
は
、
２２
年
１２
月
定
例
会
で
「
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を

可
決
。
特
に
、
従
来
の
距
離
別
に
よ

る
定
額
制
を
見
直
し
、
職
員
旅
費

条
例
に
基
づ
く
１
�
あ
た
り
の
単

価
３７
円
を
用
い
る
と
と
も
に
、
駐

車
場
の
料
金
を
加
算
し
た
金
額
を

支
給
す
る
こ
と
へ
改
め
ま
し
た
。

分
権
時
代
に
お
け
る
地
方
議
会

は
、
議
員
・
委
員
会
提
案
に
よ
る

条
例
制
定
や
監
視
機
能
の
強
化
が

一
層
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
議
会
活
動
を
進
め
る
た

め
に
は
「
議
員
定
数
」
「
議
員
報

酬
」
「
政
務
調
査
費
」
に
つ
い
て

今
ま
さ
に
、
真
剣
に
考
え
る
時
を

迎
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
各
都
市
に
お
い
て
も

熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
自
ら
が

そ
の
あ
り
方
の
解
を
見
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会
が
、
市

民
の
意
思
を
代
表
す
る
機
関
と
し

て
、
そ
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
条
件
と
す
る
こ
と
が
最
善
の
策

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
市

民
に
最
も
身
近
な
政
治
に
携
わ
る

地
方
政
治
家
が
、
地
域
の
発
展
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

幕
末
と
事
情
は
異
に
し
ま
す
が
、

少
数
精
鋭
で
議
会
改
革
を
進
め
る

な
ら
ば
、
地
域
の
発
展
を
担
う
市

議
会
議
員
か
ら
英
傑
が
輩
出
さ
れ

る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

関関
谷谷
博博
・・
下下
関関
市市

議議
長長
のの
ココ
メメ
ンン
トト

下
関
市
議
会
で
は
、
１
問
１
問

式
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、
各

委
員
会
に
関
す
る
情
報
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
媒
体
に
よ
り
公
開
す
る

な
ど
、
早
く
か
ら
議
会
改
革
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
２
年
前
よ
り
、
下
関
市

議
会
で
は
、
委
員
会
を
先
行
し
て

開
催
し
た
の
ち
、
一
般
質
問
に
臨

む
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
全
国

的
に
は
、
一
般
質
問
を
実
施
し
た

の
ち
、
委
員
会
を
開
催
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
手
順

を
逆
に
し
た
こ
と
で
活
発
な
質
疑

応
答
を
促
す
環
境
が
醸
成
さ
れ
た

と
自
負
し
て
い
る
。

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
の
活
動
に
お
い
て
も
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
た
結
果
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
議
員
の
質
を
高
め

る
、
経
費
削
減
を
進
め
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
定
数
減
に
踏
み
切

っ
た
。
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
、

自
宅
か
ら
議
会
ま
で
の
距
離
区
分

ご
と
に
決
ま
っ
て
い
た
日
額
旅
費

を
、
実
費
相
当
額
へ
変
更
し
た
。

今
後
も
再
び
、
議
会
改
革
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を

視
野
に
入
れ
て
お
り
、
改
め
て
同

委
員
会
が
機
能
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

議 会
ニ ュ ー ス

議会改革に関する調査特別委員会
開催スケジュール

調査事項及びその結果

�委員長の選任
�副委員長の選任
�具体的調査事項と今後の委
員会運営について

�議員の定数について
�議員の報酬について
�議員の費用弁償について
�議員の政務調査費について
�議員の費用弁償について
�議員の定数について
�議員の報酬について
�議員の定数について
�議員の報酬について
�議員の定数について

�議員の報酬について
�政務調査費について
�議員の定数について
�議員が主任する各種役員の
任期について

�政務調査費について
�議員の定数について
�議員が就任する各種役員の
任期について

�議員の定数について
�議員の報酬について
�議員の費用弁償について
�政務調査費について
�議員が就任する各種役員の
任期について

�調査報告のとりまとめにつ
いて

開催日

平成２１年
２月２７日

３月３０日

４月２４日

５月２２日

７月２８日

９月１日

９月３０日

１０月１６日

１１月２日

１１月２４日

回数

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

山 口 県
下関市議会

議議
会会
改改
革革
をを
自自
らら
考考
ええ

そそ
のの
ああ
りり
方方
をを
見見
出出
すす
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